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1. はじめに

冬季北海道周辺では大小様々な大きさ

の低気圧が通過し，周辺地域に強風や降

雪をもたらすことがある．再解析データ

を用いて日本周辺の低気圧活動を調べた

研究によると，北海道周辺を通過する低

気圧の数は近年にかけて減少傾向であり，

特に西高東低の気圧配置で北海道西岸沖

に発生する小規模な低気圧の数が顕著に

減少している[1]．また，急速に発達する低

気圧である，いわゆる爆弾低気圧に限る

と，近年にかけて北海道の東で通過頻度

が増加していることも指摘されている[2]． 
日本周辺の低気圧に関する研究の多く

は，長期再解析データである Japanese 
55-year Reanalysis (JRA-55)[3]を用いて

いる．JRA-55は 1972年以降衛星データ
を同化しており，データの品質は衛星観

測システムの変遷の影響を受ける．その

ため，先行研究が示した低気圧活動の経

年変化傾向には衛星データ同化の影響が

含まれている可能性がある．本研究では，

JRA-55 における北海道周辺での冬の低
気圧活動を解析対象とし，低気圧活動に

対するデータ同化の影響を明らかにする． 

2. データと手法

再解析データ JRA-55 とそのサブプロ
ダクト(総称 JRA-55 family)である，地上
観測などの従来型観測データのみを同化

した再解析データ JRA-55 Conventional 
(JRA-55C)と観測データを使用しないモ
デル実験 JRA-55AMIP[4]を用いて，冬季

日本周辺における低気圧の追跡と大気場

の解析を行った．解析期間は 1958/59 年
から 2019/20 年までの各年 12 月から 3
月とした (JRA-55C，JRA-55AMIP は

1958/59年から 2011/12年まで)．衛星デ
ータ同化前の期間 (1958/59–1971/72)で
は JRA-55と JRA-55Cのデータは同一で
ある．低気圧の追跡には先行研究[1]の手法

を使用し，JRA-55 family のデータセッ
ト間で低気圧の活動を比較した．

図１：(a) JRA-55における低気圧通過数の線形トレ
ンド(1958/59–2019/20)．ハッチは 5%の有意水準を
満たすトレンドがあることを示す．

(b) 北海道周辺における低気圧通過数の年々変動．
点線は JRA-55と JRA-55Cのデータが異なる期間
(1972/73–2011/12)を示す. 
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3. JRA-55 familyでの比較

JRA-55 における低気圧通過数の線形
トレンドを図 1a に示す．これを見ると，
北海道周辺で低気圧通過数が減少傾向で

あることが分かる．図 1bに示す JRA-55 
familyにおける北海道周辺(図 1a赤枠内)
での低気圧通過数の年々変動では，

JRA-55と JRA-55Cの低気圧通過数は各
年よく対応しており，決定係数(R2)は 0.68
と有意な高い相関が見られた．低気圧通

過数の線形トレンドを比較すると，

1958/59 年から 2011/12 年までの期間で
は，JRA-55 (–0.83 decade-1)は JRA-55C 
(–0.55 decade-1)と JRA-55AMIP (–0.65 
decade-1)よりも強い減少傾向を示した．
北海道周辺を通過する低気圧を発生領域

別に分け，低気圧通過数の年々変動を

JRA-55 と JRA-55C で比較したところ，
北海道西岸沖と大陸上で発生する低気圧

では，データセット間で特に強い相関が

見られた(図略)．これは，それぞれの地域
における低気圧の発生と経路は，地上観

測などの従来型観測データの同化によっ

ておおよそ決まることを示唆している．

さらに，JRA-55と JRA-55Cの 6時間ご
との大気場について 2 乗平均平方根誤差

を調べたところ，対流圏下層の気温(図
2a)と中層の高度場(図2b)ともにユーラシ
ア大陸東部と日本周辺で値が低く，大気

場の変動がデータセット間でよく対応し

ていることが分かった．これらの結果か

ら，冬季日本周辺では従来型観測データ

の同化によって総観規模の大気場がおお

よそ決まるため，この領域における低気

圧活動の年々変動に関しては，衛星デー

タ同化の影響が小さいと考えられる．
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図 2：JRA-55における大気場の冬季平均(等値線)と JRA-55，JRA-55Cの 2乗平均
平方根誤差(色)．(a)は 850hPaの気温，(b)は 500hPa高度のジオポテンシャルハイト． 
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